
 
 

 

国連が「だれひとり取り残さない」を理念に2030年までに達成すべき17の⽬標を掲げた
「SDGｓ」の考え⽅が⽇本でも広まっています。企業経営もまた、あるべき姿から逆算して、
いま達成すべき課題を設定し、かつ持続可能であることが重要です。

そうした視点で、経営者の中にある「逆算」の現在地を中⼩企業診断⼠が紐解きます。

※ 本連載は、東京都中⼩企業診断⼠協会 城⻄⽀部「地域情報発信プロジェクト」として所属会員が取
材・執筆したものです。過去の原稿は⽀部ホームページのコラム欄にてご覧になれます。

逆算の経営〜ビジョン実現をめざす中⼩企業

「自分自身をもっと

愛してほしい。」 

ともに作る星の道 
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WOODPEPE ライフスタイルショップ 

オーナー 大谷祐佳さん 

(2022.10.3) 
木製雑貨を中心とした「WOODPEPE ライフスタイ

ルショップ」を運営する星の道商事株式会社。 

オーナーの大谷さんは、中国で 1年ほど企業に勤

めた後、忙しい日々に疲れている皆さんの心を豊

かにしたい、暮らしを楽しんでほしいという思い

から、2021年 6月にこのお店を始めました。開業

して１年ほど経過する中、スタッフやお客様の声

を取り入れながら、お店のコンセプトは広がりを

見せています。そんなコンセプト・商品に乗せて、

池袋から世界に届けたい想いをお伺いしました。 

 

実用性とかわいさを備えた商品を 

－創業の経緯についてお伺いさせてください。 

 

大谷 今の世の中使い捨てのものが多い時代に、5

年～10年と長く使えるハンドメイドのもの、さらに

デザインがかわいいものを皆さんに届けたいと思

い 2021年 6月 21日にお店をオープンしました。 

私の生まれは日本ですが、母親が中国人であるこ

ともあって、4歳のころから中国に住んでいました。

その縁もあり、当初は知り合いの中国のブランドか

ら木製の商品を 3つか４つ揃えていたのですが、だ

んだんアイテム数を増やしていき、今は木製品だけ

でなく、レザー製品や日本製のアイテムも扱ってい

ます。 

店名は当初木製品をメインに扱っていたことか

ら、キツツキの Woodpecker をかわいくして、

WOODPEPEにしました。お店では私たちの大切な仲間

であるオカメインコの「ぺぺちゃん」が出迎えてく

れますよ。 

 

想いを閉じ込めるシーリングスタンプ 

－twitterや Instagramではシーリングスタンプも

アピールされていますね。 

 

大谷 シーリングスタンプは当初、商品として扱う

ことを考えていたわけではないんです。開店 3か月

前に商品が届いた際、自分で使うだけでなく、プレ

ゼントとして渡すのもいいんじゃないかと思いま

オーナーが持つウサギを模したスマホスタンドは見た目のか

わいさがあり、ウォルナットの風合いからは温かみを感じる。

もちろん、スタンドとしても使いやすい。 



 

した。 

プレゼントする際にどうすれば特別感が得られ

るか、ということを色々考えていた際、シーリング

スタンプが目に留まりました。これまで一度も使っ

たことがなかったのですが、試しに取り寄せてみた

ら結構面白かったんです。色も選べるし、スタンプ

の種類も選べる。室内の気温やキャンドルの当たり

方でワックスの色の混ざり方も毎回違いますし、同

じ色と同じスタンプを選んでも2回同じものが作れ

ない。自分が選んだプレゼントと気持ちをシーリン

グスタンプで閉じ込めるのは素敵なことだと感じ

ました。 

 

シーリングスタンプ以外にも包装紙や巾着、リボ

ンも数十色用意しているので、オリジナルのラッピ

ングを作って特別なギフトにしていただくことが

できます。 

 

－これだけ豊富な種類から選べると、受け取る側も

うれしいですが、渡す側もうれしいですね。 

 

大谷 オープン当初はシーリングスタンプをお店

で作ることができるだけで、スタンプやワックスの

販売はしていなかったんです。ところがとても好評

でお客様の自宅でもぜひやりたいというリクエス

トを多くいただき、去年の 10 月から販売を始めま

した。スタンプの種類もお客様の声を取り入れなが

ら種類を増やしています。 

 

幅広い世代が愛する幸せを感じる商品 

－お客様のリクエストで始めたとのことですが、お

店に訪れるお客様はどのような年齢層の方が多い

のですか？ 

 

大谷 開店前は20代から30代の女性を想定してい

ました。しかし開店してみると近隣にお住まいの方、

通勤・通学に利用される方を中心に、幅広い年齢層

の方がお店を訪れてくださっております。シンプル

な商品も扱っていることもあり、男性のお客様も多

くいらっしゃいますし、お子様連れの方やシーリン

グスタンプの無料体験目当てにお子様だけでいら

っしゃることもあります。近隣店舗に老舗の老眼鏡

屋さんがあったこともあり、そちらのお客様だった

年配の方が足を運んでいただいたりもしますよ。 

 

－商品に対するこだわりを教えてください。 

 

大谷 私の基準は実用性とかわいさの両方を備え

ているものが最低限の条件となります。さらに使う

時も置いている時も、温もりや幸せを感じれること

をプラスのポイントとして重視しています。あとは

ハンドメイド製品であるため丁寧に作られている

ことも大事です。最初は木製品をメインとして扱っ

ていましたが、木製品は木目が一つ一つ違うという

特徴がありまして、そういう特徴や材質にも着目し

て商品を選んでいます。 

 

ワックスを溶かしスタンプしたものはシールとして使用でき

る。肉球のスタンプはお客様の声をもとに商品化した。 

数十種類から選べるラッピングに先ほどのシーリングスタン

プを貼れば贈る方も受け取る方も嬉しい特別感のあるプレゼ

ントの完成だ。 



 

 

お店に置いてあるものでは仲吉商事さんの竹の

ベッセルが人気で、お客様からの問い合わせも多く

いただきます。竹って硬いのですけど、その分割れ

やすくて食器にするのはすごく難しいらしいので

すね。それを仲吉商事さんでは自社工場で独自の加

工技術とコーティング技術を用いて、デザイン性が

高く、かつ色染みもしない実用性の高い商品を作っ

ています。この商品を知った時、必ず置きたいと思

い、直接仲吉商事さんにお願いをして置かせていた

だいております。私自身もおうちでワインベッセル

とプーさんのカップを使ってます。 

 

 

スタッフと歩み、生まれたコンセプト 

－お店を始めて１年ほど経ちますが、お店のコンセ

プトや方針に変化がありましたか？ 

大谷 当初は自分がいいと思うものをお客様にお

届けしたいと思っていましたが、スタッフとともに

お店を続ける中で「自分自身をもっと愛してほし

い。」というコンセプトが生まれたんです。自分のた

めに、もっと面白いもの、かわいいもの、特別感の

あるものって買う瞬間でも使う瞬間でも幸せを感

じますよね。お客様にその体験が届けられるよう頑

張っています。 

 

－スタッフさんと接する上で心掛けていることは

ありますか？ 

 

大谷 開店当初からスタッフに対して、「この店は

私の店ではなくみんなの店です。」ということを伝

えています。店のポップや、パンフレット、商品の

陳列やレイアウトをみんなで考えて少しずつ改善

しながら今のお店の形になりました。実は開店前に

スタッフを募集した際、面接に 50 名以上いらっし

ゃったんです。面接を通して、お店の名前の由来や

商品のコンセプトに興味を持って質問してくれる

など、大好きな気持ちを伝えてくれた方だけを 5名

採用しました。 

 

－オーナーの理念に共感し、お店のことが大好きな

スタッフさんに任せているから素敵なお店つくり

ができているのですね。 

 

大谷 はい。スタッフには本当に感謝しています。 

 

－実店舗も持っていますが、オンラインサイトも開

オーナーがほれ込んだ仲吉商事の竹食器「リヴェレット」はお

店のコンセプトとも一致する温かみがあり実用性の高い人気

商品だ。※ワインベッセルとカップの画像は仲吉商事 HP

（https://www.nakayo-shi.jp/）から転載。 

 

1.実績 

・障害報告書作成（完了：パワポ4枚） 

・次期運用業務実施計画書執筆（継続：当週 19 ページ執筆。

残4～5ページ） 

・朝実施している手順書の修正 

・事業者間WG出席 

 

2.コンサル的にできたたと思うところ 

・障害報告資料作成 

若干急な対応ではあったのですが、当日の朝にインプットとな

る情報を受領し、15時までに資料がレビューできる状態まで書

き上げることが求められました。不明な点はまとめてから担当

チームに端的に確認するなどテンポよくコミュニケーション

店内には材質に対する説明があり、木材へのこだわりが感じら

れる。きつねの眼鏡置きは耳が磁石でくっついており、メモを

挟むことも可能である。 

お店の内装・外観もすべてスタッフの手によるもの。お店が大

好きな気持ちが伝わる。 

https://www.nakayo-shi.jp/


 

設していますよね。売り上げはどちらの方が多いの

でしょうか？ 

 

大谷 実店舗の方が多いです。値段も安くはないの

で、オンラインの写真だけでは魅力が伝わらないの

かなと思います。商品を手に取って初めて、それが

おうちにある生活を想像して、いいなと感じること

ができるのだと思います。 

 

星の道を作る 
－今後の展望はどのように考えていますか？ 

 

大谷 プロモーション

についてはSNSをより活

用したいと考えていま

す。Instagram でお店の

日常や商品、オカメイン

コのぺぺちゃんのこと

を投稿していて、それを

見てお店に来てくださ

るお客様もだんだん増

えてきました。また、シ

ーリングスタンプは TikTok で作っている工程をあ

げて楽しんでいる 20 代の大学生のお客様も多くい

らっしゃって、そういったことから広まると嬉しい

なと思います。 

また、お店を始めて 1 周年の頃から BtoCだけで

なく BtoB 向けの展開も考えて、準備を進めていま

す。来年の 2月にギフトショーという展示会がある

のですが、そこに参加して WOODPEPE のブランドを

知ってもらい、広めていけたらと考えています。 

 

－商品についてはいかがですか？ 

 

大谷 シーリングスタンプ用品は最近リニューア

ルを行いました。ワックスの発注先を新しい工場に

変えたのですが、こちらの工場ではワックスの色を

自分で作れるようになりました。私が作った色も置

いてあります。 

－オーナー自ら足を運ばれるのですか？ 

 

大谷 新しい取引を行う際には必ず自分で商品を

見て確かめてから交渉を行います。商品の仕入れだ

けでなく、商品のデザインも行っているので、よさ

そうな工場があれば加工の依頼もします。品ぞろえ

は中国からの輸入品が多かったですが、現在は日本

国内との取引も増えており 50:50の割合です。 

会社の名前は「星の道商事」というのですが、世

界中のキラキラしたものを集めて星の道を作りた

いという思いから名付けました。これからも少しず

つ増やして自分を愛せる商品を皆様にお届けした

いです。 

 

※ 取材内容は2022年10月現在 

[企業情報] 

WOODPEPE ライフスタイルショップ 

（星の道商事株式会社） 

HP：https://www.woodpepe.co.jp/ 

ギフト雑貨ショップ（設立：2021年 6月） 

〒171-0022  

東京都豊島区南池袋 3-15-13第 2前田ビル 1階 

（余録） 

オーナーの想い、その想いに強く共感するスタッフ

さんの行動力がこの店の強さだと思いました。商品

を手に取った時の温かみには男性の私でも強く惹

かれるものがあります。是非一人でも多くの方に商

品を手に取っていただきたいと思います。 

（伊藤敬久） 

ぺぺちゃんも WOODPEPE の大

事な仲間だ。 
取材時期はハロウィーンが近く、かわいい帽子を多く取り揃え

ていた。木製のネックレスはオーナーのデザイン。今後の品ぞ

ろえにも期待である。 


